
１ 総 括
１－１ 業務の概要
近年の技術革新の進展や著しい先端化に伴い，公設試験研究機関においては研究開発，技術指導の高度化が要求さ

れている。このため地域産業の「技術的拠りどころ」としての機能を果たしていくためには，生産・加工システム，

地域資源の高度利用，新素材・新材料，バイオ・食品及び環境保全などの研究開発が不可欠であり，これらの研究開

発を推進することによって，技術水準の高度化を促進し，地域資源や技術の活用による新製品・新商品の開発を行い，

新たな産業興しを図る必要がある。

業務の概要としては，県内中小企業を主対象とする技術相談・指導業務，依頼分析・試験業務及び工業技術に資す

る研究開発業務を主要業務とし，その他ＪＯＩＳ，ＰＡＴＯＬＩＳなど技術情報データベースのオンライン検索を実

施すると共に，センター独自で全国工業系国立，公設試験研究機関の研究報告をデータベース化した研究報告サービ

スシステム「メビウス」を運用し，情報提供業務の強化に努めている。さらに，センターをホスト局とする技術交流

ネットワーク「ＫＩＴnet」を平成３年９月から本格運用し，電子メディアを通じて産学官の技術情報の交流を図って

いる。

１－２ 組織と業務
庶 務 部
(1) 人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること

(2) 財産・物品の管理に関すること

(3) 施設維持等に関すること

企 画 情 報 室
(1) 研究・指導業務の総合的企画調整に関すること

(2) 工業技術情報の調査，収集，分析及び提供に関すること

(3) 工業技術の対外連絡調整に関すること

デ ザ イ ン 開 発 室
(1) 地場産品のデザイン開発の研究及び指導に関すること

(2) ＣＡＤ・ＣＧによるデザイン開発研究に関すること

(3) デザイン情報の収集及び調査に関すること

食 品 工 業 部
(1) 酒類，発酵食品，加工食品の試験・研究・調査・指導に関すること

(2) 微生物の改良，保存及び分譲に関すること

(3) 食品関係の依頼分析，依頼試験及び研修生の養成に関すること

(4) 先端技術開放試験室に関すること

化 学 部
(1) 用排水，有機・無機化学工業の調査・研究・指導に関すること

(2) 依頼分析，技術相談，技術指導及び研修生の養成に関すること

(3) 機器分析の試験研究に関すること

(4) 繊維染色の調査・研究・指導及び開放試験室に関すること

(5) 金属表面処理技術，公害防止技術及び腐食妨食の研究に関すること

窯 業 部
(1) ファインセラミックスの成形，加工技術に関すること

(2) 薩摩焼，粘土瓦，薩摩切子の製造技術及び品質試験に関すること

(3) シラス及び火山灰等の工業的利用開発研究に関すること

(4) 研修生の養成，依頼分析，技術相談，技術指導及び開放試験室に関すること

機 械 金 属 部
(1) 金属材料の物性，組織試験並びに熱処理，鋳鍛造技術の研究に関すること

(2) 精密加工，精密測定，塑性加工及び計測制御技術に関すること

(3) 溶接技術，溶射技術及び非破壊検査技術に関すること

(4) 依頼試験・検査，技術相談，技術指導に関すること
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電 子 部
(1) 電子関連技術の調査，研究，相談及び指導に関すること

(2) 電子計測及び電子制御技術に関すること

(3) 電子回路及び電子機器の設計技術に関すること

(4) 情報処理及び情報通信技術に関すること

(5) 電磁ノイズの測定及び対策技術に関すること

木 材 工 業 部
(1) 木材の材質・強度・乾燥の試験研究，指導に関すること

(2) 単板利用及び材質改良の研究に関すること

(3) 木竹製品の加工技術及び製品性能の試験研究，指導に関すること

(4) 伝統工芸を応用した木製工芸品の開発及び試作，指導に関すること

(5) 表面処理技術，木材保存及び木材成分の利用研究，指導に関すること

１－３ 沿 革
大正１２年 昭和２１年 昭和２４年 昭和２８年 昭和４３年 昭和６２年

工業試験場 工芸指導所 工業試験場 工業試験場 工業試験場 工業技術センター

機械金属技術指導センター

木材工業試験場

大正１２年 ４月 鹿児島市高麗町に工業試験場を設立し，染色，機織の２部を設置

昭和 ４年 ６月 鹿児島市原良町に移転

原料糸検査，醸造，玉糸製紙，撚糸，図案の各部を増設

昭和１５年 ４月 窯業部を増設

昭和１７年 １月 木工，化学部を増設

昭和２１年 ４月 工業試験場に木工養成所を併設

昭和２１年１２月 工芸指導所と改称し，庶務，化学，窯業及び工芸振興の４部に改編

昭和２３年 １月 竹工部を増設

昭和２４年 ４月 工業試験場と改称し，庶務，化学，及び工芸（木工，竹工，窯業）に改編

昭和２６年 ４月 発酵工業部を新設

昭和２７年 ４月 工芸部より木竹工部を分離・新設，揖宿市に揖宿分場を設置

昭和２８年 ４月 木竹工部と木工養成所を工業試験場より分離して木材工業試験場を設置

昭和３４年１１月 鹿児島市武町に移転

昭和３８年 ６月 揖宿分場を廃止

昭和３９年 ４月 工芸部を窯業部に改め，化学部に機械金属班を設置

昭和４３年 ２月 工業試験場の新庁舎竣工

昭和４３年 ８月 機械金属班を分離して鹿児島市宇宿町に機械金属技術指導センターを設立

昭和４８年 ３月 鹿児島市東開町に木材工業試験場を移転

昭和６２年１２月 工業試験場，機械金属技術指導センター及び木材工業試験場を再編・統合し，現住所に工業技術

センターを設立，企画情報，デザイン開発，電子の２室１部を新設し，２室７部に改編
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１－４ 機 構
１ － ４ － １ 組 織 と 職 員 配 置

（平成８年３月３１日現在）

所 長(技) 副所長(技) 庶 務 部 主 査 川 畑 妙 子

原 尚道 山田 式典 部長 九万田 登 〃 市 山 周

〃 岩 下 照 明

工 業 技 師 宮 内 孝 昭

主 事 名 越 美 帆

運 転 技 師 原 良 一

研 究 員 牟 禮 雄 二*)

企画情報室 主任研究員 間世田 春 作

室長 國 生 徹 郎 〃 中 村 俊 一

研 究 員 久 保 敦

デザイン開発室 主任研究員 上 原 守 峰

室長 滝 下 隼 人 研 究 員 藤 田 純 一

〃 山 田 淳 人

食品工業部 主任研究員 吉 村 浩 三

部長 水 元 弘 二 研 究 員 瀬戸口 眞 治

〃 ・ 峯 和 則

〃 安 藤 浩 毅

〃 岩 屋 あまね

技術補佐員 亀 澤 浩 幸

〃 下 野 かおり

化 学 部 主任研究員 仁 科 勝 海

部長 出 雲 茂 人 〃 田 中 耕 治

〃 新 村 孝 善

〃 西 元 研 了

研 究 員 肥 後 さより

技術補佐員 古 川 郁 子

〃 西 和 枝

窯 業 部 主任研究員 肥 後 盛 英

部長 田 畑 一 郎 〃 中 重 朗

〃 寺 尾 剛

〃 神 野 好 孝

研 究 員 袖 山 研 一

〃 矢 崎 誠

技術補佐員 澤 崎 ひとみ

機械金属部 主任研究員 浜 石 和 人

部長 泊 誠 〃 前 野 一 朗

〃 森 田 春 美

〃 瀬戸口 正 和

研 究 員 南 晃

〃 岩 本 竜 一

電 子 部 主任研究員 永 吉 弘 己

部長 伊 藤 博 雅 〃 仮 屋 一 昭

研 究 員 尾 前 宏

〃 上 薗 剛

木材工業部 主任研究員 森 田 慎 一

部長 遠 矢 良太郎 〃 山 角 達 也

〃 中 村 寿 一

〃 山之内 清 竜

〃 福 留 重 人

研 究 員 日 高 富 男

〃 図 師 朋 弘

*)：鹿児島頭脳センターへ出向
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１ － ４ － ２ 職 員 現 況 表 （平成８年３月３１日現在）

区 分 事 務 職 技 術 職 現 業 職 計 非常勤職員 備 考

庶 務 部 ５ ４ １ １０ 所 長・副所長を含む

企 画 情 報 室 ４ ４ １

デザイン開発室 ４ ４

食 品 工 業 部 ６ ２ ８

化 学 部 ６ ２ ８

窯 業 部 ７ １ ８

機 械 金 属 部 ７ ７

電 子 部 ５ ５

木 材 工 業 部 ８ ８

計 ５ ５１ ６ ６２ １

１ － ４ － ３ 人 事 異 動 （平成７年４月１日～平成８年３月３１日）

発令年月日 氏 名 旧 任 新 任 備 考

7. 4. 1 清藤 純一 機械金属部長 商工労働部参事 転 出

海江田勝巳 庶務部主査 自動車税管理事務所主査 〃

市来 浩一 機械金属部研究員 大島紬技術指導センター研究員 〃

上山 貞茂 食品工業部研究員 川内保健所衛生技師 〃

南 晃 大島紬技術指導センター研究員 機械金属部研究員 転 入

市山 周 工業振興課主査 庶務部主査 〃

伊藤 博雅 所付 新産業育成財団 電子部長 部内異動

泊 誠 電子部長 機械金属部長 〃

水元 弘二 企画情報室長 食品工業部長 〃

國生 徹郎 窯業部主任研究員 企画情報室長 〃

矢崎 誠 企画情報室研究員 窯業部研究員 所内異動

久保 敦 電子部研究員 企画情報室研究員 〃

上薗 剛 電子部研究員 新規採用

岩屋あまね 食品工業部研究員 〃

下野かおり 食品工業部技術補佐員 〃

8. 3.31 安藤 浩毅 食品工業部研究員 退 職
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１－５ 規 模
１ － ５ － １ 土 地 ・ 建 物
土 地 面 積 ６９,１５７.１６㎡

建物延べ面積 １５,１９９.９０㎡

面 積 内 訳
区 分

（単位㎡） 階 別 面積（単位㎡） 備 考

地 階 ９１１.４９ 機械室・中央監視盤室 他

庶務部・企画情報室

管 理 研 究 棟 １ 階 ２,８８４.１４ 研究員室・ショールーム

会議室 他

電子計算機室

鉄筋コンクリート造 ９,４６８.５３ ２ 階 ３,０９７.７７ 食品工業部・化学部

窯業部・電子部

地 下 １階

デザイン開発室・化学部
地 上 ３階 ３ 階 ２,２１９.０６ 機械金属部

木材工業部

棟 屋 ３５６.０７ 機械室

食品・化学実験棟 ６５６.１０ １ 階 ６５６.１０ 食品工業部・化学部

実 験 棟
窯 業 実 験 棟 ９５１.３５ １ 階 ９５１.３５ 窯業部

鉄 骨 造

平 屋 建 機械金属実験棟 １,６４０.２５ １ 階 １,６４０.２５ 機械金属部

木材工業実験棟 １,５４１.８４ １ 階 １,５４１.８４ 木材工業部

そ の 他 付 属 棟 ９４１.８３ ９４１.８３ 浄化槽機械室・車庫 他

１ － ５ － ２ 配 置 図
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１－６ 決 算

１ － ６ － １ 歳 入 （単位：円）

款 項 目 収 入 額 備 考

使 用 料 商 工 使 用 料 ９９３,３１０
使用料及び手数料

手 数 料 商 工 手 数 料 ３,６６１,１７１

財 産 運 用 収 入 財 産 貸 付 収 入 ０
財 産 収 入

財 産 売 払 収 入 生産物売払収入 １２９,５００

県 預 金 利 子 県 預 金 利 子 １２
諸 収 入

雑 入 雑 入 ３５,８１７

合 計 ４,８１９,８１０

１ － ６ － ２ 歳 出 （単位：円）

款 項 目 支 出 額 備 考

人 事 管 理 費 ３９,１８６ 職員厚生課

総 務 管 理 費 国際交流促進費 １８０,０００ 国際交流課
総 務 費

財 産 管 理 費 １３９,０００ 県庁舎建設事務局

企 画 費 技術情報管理費 ２２９,５６３ 新技術情報課

農 業 費 農 業 振 興 費 １,８７７,８００ 農政，流通園芸課

農 林 水 産 業 費 林 業 総 務 費 ４３０,８５４ 林業振興課
林 業 費

林業振興指導費 ６６１,１３２ 林業振興課

工 業 振 興 費 ２,４５１,４７６ 工業振興課

商 工 費 工 鉱 業 費 中小企業振興費 ６,４８１,１５８ 商工政策，工業振興課

工 業 試 験 場 費 ５２８,７４６,１５１ 工業振興課

教 育 費 社 会 教 育 費 社会教育総務費 ２８１,６００ 社会教育課

合 計 ５４１,５１７,９２０ 人件費を含まず

１ － ６ － ３ 補 助 事 業 等

補助事業の 事 業 費 補助 補 助 額 交付決定
補助事業等の名称 事 業 名 備 考

区 分 （千円） 率 （千円） 年 月 日

国 庫 補 助 地域技術活性化事業費 地域人材不足対策技術開発 3,662 1 / 2 1,831 7. 6.30

補 助 金 事 業

〃 技術開発研究費補助金 共同研究（広域共同研究） 6,170 1 / 2 3,085 7. 6.30

スマート・ストラクチャー

セラミックスに関する研究

〃 指 導 事 業 等 補 助 金 技術アドバイザー指導事業 5,094 1 / 2 2,547 7. 6.30

〃 〃 技 術 指 導 育 成 事 業 698 1 / 2 349

〃 杉一般材主産地総合 杉一般材技術開発用途開発 1,560 1 / 2 780

対 策 事 業 補 助 金 推 進 事 業

日自振補助 自転車等機械工業振興 工業技術センター機器整備 39,016 1 / 2 19,508 7. 5.15

補 助 金 事 業

合 計 56,200 28,100
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１－７ 会議等への参加（件数）

部 室 庶 企 デ 食 化 窯 機 電 木 合

ザ
画 品 械 材

イ

務 情 ン 工 学 業 金 子 工

開
報 業 属 業

発

項 目 部 室 室 部 部 部 部 部 部 計

試験研究機関連絡会議 12 1 2 8 10 7 9 4 7 60

学 会 2 0 0 1 2 5 5 2 2 21

研 究 会 5 4 2 9 6 2 3 5 2 38

講 習 会 ・ 講 演 会 8 7 0 11 8 10 6 8 12 70

そ の 他 59 26 13 16 12 11 21 7 13 178

１－８ 設 備
平成７年度に設備した機器（重要物品）は，以下のとおりである。

部 室 名 機 器 名 型 式 メ ー カ ー 名 備 考

デザイン開発室 カ ッ テ ィ ン グ プ ロ ッ タ SP-500 武 藤 工 業㈱

食品工業部 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ G1800A 横川ｱ ﾅ ﾘ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ㈱

分 光 光 度 計 UV-2500PC ㈱島 津 製 作 所

振 と う 培 養 機 MR-100S 高 崎 科 学 器 械㈱

化 学 部 膜 処 理 試 験 装 置 RUW-5 日 東 電 工㈱

塩乾湿複合サイクル試験機 ISO-3-CYL･R ス ガ 試 験 機㈱

GC/MSハードディスクユニット DU520-M3.5B 日 本 電 子㈱

窯 業 部 材料強度試験機用高温装置 MIT-100-14 ㈱マ ル イ 国 補

試 験 片 押 し 出 し 成 形 機 HDF-3D 本 田 鉄 工㈱

Ｘ 線 制 御 装 置 HP712/60 理 学 電 気㈱

バ ル ー ン 製 造 装 置 ㈱西 中 製 作 所

機械金属部 薄膜・微小領域Ｘ線回折装置 MXP18VA ㈱マ ック ・ サ イエ ンス 日自振補

熱 分 析 装 置 Thermo plusシステム 理 学 電 機㈱ 日自振補

溶 接 ロ ボ ッ ト AW-010A 松 下 電 器㈱ 日自振補

自 動 制 御 用 ユ ニ ッ ト TSV-300-F3-H-TWL他 豊 和 工 業㈱ 他

貫 通 気 孔 率 測 定 装 置 HZ-1A(S) 北 斗 電 工㈱

中 型 自 動 試 料 切 断 機 ｱﾌﾞﾗｼﾏﾁｯｸ2卓上型 ㈱三 啓

ｵ ｲ ﾙ ﾌ ﾘ ｰ ｽ ｸ ﾛ ｰ ﾙ ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ SLP-75BD 岩 田 塗 装 機 工 業㈱

バ ン ド ソ ー SCP-25SA ユ ニ テ ッ ク

電 子 部 雑 音 許 容 度 試 験 器 EFT-8014G 三 基 電 子 工 業㈱

雷 サ ー ジ 許 容 度 試 験 機 PSERGE6 H A E F E L Y

木材工業部 モ ル ダ ー KMN-6220 桑 原 製 作 所㈱

長 尺 集 成 材 用 プ レ ス FH-PH-300 横 井 工 業㈱

自 動 直 角 二 面 か ん な 盤 SWP-400 シ ン ク ス㈱

非 破 壊 試 験 装 置 CVL-500-200 Ｉ Ｍ Ｖ㈱

木 材 通 気 性 測 定 機 - ア ル バ ッ ク 九 州㈱

生 物 顕 微 鏡 X2F-21 ㈱ニ コ ン

（注）国 補－国の補助を受けて購入したもの

日自振補－日本自転車振興会の補助を受けて購入したもの
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